
主な記事
・ゲタ単価「麦・大豆」は下げ ２面
・麦・大豆国産化推進 ３面
・マスク着用基準の実態調査 ４面
・第2次補正予算農機関連事業 ８面

農
林
水
産
省
は
、
環
境

負
荷
を
抑
え
た
農
業
生
産

を
実
現
す
る
た
め
、
通
称

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
法
」
に
よ
り
環
境
負
荷

軽
減
に
取
り
組
む
農
業
者

な
ら
び
に
機
械
・
資
材
メ

ー
カ
ー
な
ど
の
事
業
者
に

対
し
て
、
税
制
上
お
よ
び

融
資
に
お
い
て
特
例
措
置

を
設
定
し
、
9
月
15
日
か

ら
事
業
実
施
計
画
の
応
募

を
開
始
し
て
い
る
。

11
月
1
日
現
在
で
認
定

さ
れ
た
基
盤
確
立
事
業
者

は
6
事
業
者
で
、
対
象
機

械
は
5
事
業
者
43
機
。
対

象
機
械
は
同
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

◇
農
業
者
向
け
の
措
置

（
環
境
負
荷
低
減
事
業
活

動
実
施
計
画
の
作
成
者
に

対
す
る
支
援
）

▽
み
ど
り
投
資
促
進
税
制

《
対
象
》

・
国
の
確
認
を
受
け
た
科

学
農
薬
お
よ
び
化
学
肥
料

の
使
用
量
を
低
減
さ
せ
る

機
械
と
設
備

・
そ
の
他
環
境
負
荷
軽
減

活
動
に
必
要
な
設
備
等
で

価
格
が
1
0
0
万
円
以
上

の
も
の

《
内
容
》

・
機
械
の
取
得
価
額
の
32

％
を
初
年
度
に
特
別
焼
却

・
建
物
の
取
得
価
額
の
16

％
を
初
年
度
に
特
別
償
却

▽
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

融
資
特
例

《
対
象
》

・
除
草
機
、
可
変
施
肥
機

等
の
導
入

《
内
容
》

・
農
業
改
良
資
金
の
無
利

子
貸
付

・
償
還
期
間
の
延
長

◇
新
技
術
提
供
等
を
行
う

事
業
者
向
け
の
措
置

農
業
者
の
環
境
負
軽
減

に
資
す
る
基
盤
確
立
事
業

実
施
計
画
（
内
容
は
資
材

ま
た
は
機
械
の
生
産
・
販

売
、
機
械
類
の
リ
ー
ス
・

レ
ン
タ
ル
等
）
を
作
成
し

た
事
業
者
に
対
す
る
支
援

▽
み
ど
り
投
資
促
進
税
制

《
対
象
》

・
化
学
農
薬
ま
た
は
化
学

肥
料
に
代
替
す
る
生
産
資

材
を
製
造
す
る
専
門
の
設

備《
内
容
》

・
機
械
の
取
得
価
額
の
32

％
を
初
年
度
に
特
別
償
却

・
建
物
の
取
得
価
額
の
16

％
を
初
年
度
に
特
別
償
却

▽
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

融
資
特
例

《
対
象
》

・
環
境
負
荷
軽
減
に
資
す

る
機
械

・
資
材
等
の
製
造
ラ
イ
ン

の
増
設
（
対
象
は
中
小
企

業
）

・
機
械
の
リ
ー
ス
や
レ
ン

タ
ル
を
行
う
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
体

《
内
容
》

・
新
事
業
活
動
促
進
資
金

の
貸
付
に
対
し
、
特
別
利

率
で
20
年
以
内

※
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
と
は

日
本
の
食
料
・
農
林
水

産
業
は
、
自
然
災
害
や
地

球
温
暖
化
、
生
産
者
の
減

少
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
契

機
と
し
た
生
産
・
消
費
の

変
化
等
に
よ
っ
て
政
策
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
環
境

を
重
視
す
る
国
内
外
の
動

き
も
加
速
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
日
本
に
お
い
て
も

こ
れ
ら
に
的
確
に
対
応

し
、
持
続
可
能
な
食
料
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に

農
林
水
産
省
は
、
食
料
・

農
林
水
産
業
の
生
産
力
向

上
と
持
続
性
の
両
立
を
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す

る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」を
策
定
し
た
。

農
林
水
産
省

農
林
水
産
省
は
11
月
1
日
、
み
ど
り
投
資
促
進

税
制
に
よ
っ
て
優
遇
税
制
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
対
象
機
械
の
第
1
弾
を
公
表
し
た
。
今

回
、
基
盤
確
立
事
業
実
施
計
画
が
認
定
さ
れ
た
の

は
6
事
業
者
。
対
象
機
械
は
随
時
更
新
さ
れ
、
次

回
更
新
は
12
月
を
予
定
し
て
い
る
（
対
象
機
械
一

覧
は
5
面
に
掲
載
）。

み
ど
り
投
資
促
進
税
制
の

対
象
機
械
第
１
弾
を
公
表
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◇
コ
ロ
ナ
禍
で
価
格
下
落

し
た
品
目
は
上
げ
に

ゲ
タ
対
策
は
、
生
産
費

割
れ
を
補
う
た
め
、
海
外

よ
り
生
産
条
件
が
不
利
な

畑
作
物
に
支
払
う
。
直
近

数
年
の
生
産
費
や
収
量
、

販
売
価
格
を
基
に
、
3
年

ご
と
に
交
付
単
価
を
見
直

す
。
生
産
費
が
下
が
る
、

も
し
く
は
販
売
価
格
が
上

が
れ
ば
、
交
付
単
価
は
下

が
る
。

平
均
交
付
単
価
は
60
キ

ロ
当
た
り
、
小
麦
は
免
税

事
業
者
向
け
で
3
7
0
円

（
6
％
）
下
げ
の
6
3
4

0
円
、
課
税
事
業
者
向
け

で
同
7
8
0
円
（
12
％
）

下
げ
の
5
9
3
0
円
。
大

豆
は
免
税
事
業
者
向
け
で

90
円
（
1
％
）
下
げ
の
9

8
4
0
円
、
課
税
事
業
者

向
け
で
5
0
0
円（
5
％
）

下
げ
の
9
4
3
0
円
。

小
麦
は
現
行
単
価
の
算

定
期
間
と
比
べ
て
生
産
費

が
増
え
た
も
の
の
、
収
量

は
豊
作
傾
向
で
販
売
価
格

が
高
値
で
推
移
し
た
た
め

引
き
下
げ
と
な
る
。
大
豆

も
生
産
費
は
増
加
し
た

が
、
収
量
や
販
売
価
格
が

堅
調
だ
っ
た
こ
と
か
ら
下

が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

テ
ン
サ
イ
は
免
税
事
業

者
向
け
で
1
ト
ン
当
た
り

1
5
5
0
円
（
23
％
）
下

げ
の
同
5
2
9
0
円
、
課

税
事
業
者
向
け
で
同
1
7

7
0
円
（
26
％
）
下
げ
の

5
0
7
0
円
と
な
る
。
直

播
の
普
及
で
生
産
費
が
減

っ
た
こ
と
と
、
収
量
が
堅

調
に
推
移
し
販
売
価
格
が

横
ば
い
だ
っ
た
こ
と
か
ら

単
価
下
げ
と
な
っ
た
。

一
方
、
ソ
バ
は
今
回
の

改
定
に
よ
り
単
価
が
上
が

る
。
免
税
事
業
者
向
け
で

45
キ
ロ
当
た
り
4
3
8
0

円
（
33
％
）
上
げ
の
同
1

万
7
5
5
0
円
。
課
税
事

業
者
向
け
で
同
3
5
5
0

円
（
27
％
）
上
げ
の
同
1

万
6
7
2
0
円
。
コ
ロ
ナ

禍
で
価
格
が
下
落
し
た
こ

と
が
影
響
し
た
。

◇
23
年
産
か
ら
は
免
税
・

課
税
事
業
者
で
区
別

ゲ
タ
対
策
の
単
価
は
、

23
年
産
か
ら
①
免
税
事
業

者
（
販
売
収
入
1
0
0
0

万
円
以
下
）
と
②
課
税
事

業
者
（
販
売
収
入
1
0
0

0
万
円
超
）
に
区
別
し
て

設
定
す
る
。
課
税
事
業
者

が
消
費
税
の
還
付
を
受
け

た
場
合
、
交
付
金
に
含
ま

れ
る
消
費
税
負
担
分
と
重

複
し
て
い
た
た
め
に
変
更

す
る
。

麦
や
大
豆
に
つ
い
て

は
、
収
量
や
販
売
価
格
が

堅
調
と
は
い
え
、
世
界
情

勢
や
円
安
の
影
響
で
肥
料

な
ど
生
産
コ
ス
ト
が
高
騰

す
る
な
ど
不
安
要
素
が
多

い
中
で
の
単
価
下
げ
と
な

る
。
同
省
は
こ
う
し
た
点

に
対
し
、
麦
・
大
豆
な
ど

畑
作
物
の
国
産
率
増
加
に

向
け
、
22
年
度
第
2
次
補

正
予
算
で
畑
作
物
事
業
を

見
直
し
、
従
来
よ
り
手
厚

い
支
援
を
用
意
し
て
い

る
。

今
年
5
月
、
厚
生
労
働

省
は
屋
外
で
は
基
本
的
に

マ
ス
ク
を
し
な
く
て
良
い

と
宣
言
し
た
。
し
か
し
、

半
年
経
っ
た
今
で
も
ほ
と

ん
ど
の
人
が
マ
ス
ク
を
し

て
歩
い
て
い
る
。
本
当
の

と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
は
ど
う

思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

就
職
や
転
職
に
関
す
る

研
究
調
査
を
行
う
Ｊ
Ｏ
Ｂ

総
研
が
行
っ
た
「
マ
ス
ク

着
用
基
準
の
実
態
調
査
」

に
よ
る
と
、
45
・
6
％
の

人
が
無
条
件
で
着
用
し
、

53
・
6
％
の
人
が
状
況
に

応
じ
て
着
用
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

着
用
理
由
の
ト
ッ
プ
は

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
。
も
っ

と
も
な
回
答
だ
。
た
だ
、

そ
れ
以
外
の
回
答
が
興
味

深
い
。「
見
え
な
い
同
調
圧

力
が
あ
る
」「
マ
ナ
ー
と

し
て
」「
習
慣
化
し
て
い

る
」
が
上
位
に
並
ぶ
。
他

に
は
、
化
粧
や
髭
剃
り
を

し
な
い
で
済
む
・
マ
ス
ク

を
し
て
い
る
ほ
う
が
楽
・

外
す
の
が
恥
ず
か
し
い
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
、

が
理
由
に
挙
が
っ
た
。
こ

う
し
て
見
る
と
、
同
調
圧

力
を
除
け
ば
嫌
々
マ
ス
ク

を
し
て
い
る
人
ば
か
り
で

は
な
さ
そ
う
だ
。
む
し

ろ
、
自
ら
進
ん
で
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。

日
本
人
は
コ
ロ
ナ
前
か

ら
花
粉
症
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
季
節
に
は
自
主
的

に
マ
ス
ク
を
し
て
き
た
。

そ
こ
に
「
化
粧
・
髭
剃
り

を
し
な
い
で
済
む
」、「
楽

だ
か
ら
」
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
加
わ
っ
た
。
岸
田
総

理
が
10
月
に
マ
ス
ク
着
用

基
準
を
見
直
す
と
表
明
し

た
が
、
こ
の
調
子
だ
と
、

着
用
基
準
が
見
直
さ
れ
よ

う
が
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
よ

う
が
、
マ
ス
ク
を
し
て
歩

く
人
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り
増

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
マ
ス
ク
は

ど
こ
ま
で
感
染
防
止
に
効

果
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
7

割
の
人
が
マ
ス
ク
着
用
理

由
に
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を

挙
げ
る
の
だ
か
ら
、
マ
ス

ク
を
し
な
い
と
不
安
に
感

じ
る
人
が
多
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
本

当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。
飲

食
店
は
混
み
合
っ
て
い
る

し
、
旅
行
者
も
増
え
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
も
盛
況
だ
。

感
染
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
人
が
7
割
も
い
る
と
は

感
覚
的
に
は
信
じ
難
い
。

ほ
ぼ
1
0
0
％
の
マ
ス

ク
着
用
率
に
換
気
、
消

毒
、
手
洗
い
、
う
が
い
。

徹
底
し
た
感
染
対
策
を
施

し
な
が
ら
も
、
日
本
は
世

界
屈
指
の
感
染
大
国
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
対
策
に

効
果
が
あ
る
な
ら
ば
、
日

本
と
対
照
的
な
欧
米
諸
国

は
今
頃
、
壊
滅
的
な
打
撃

を
被
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

日
本
人
は
結
果
で
は
な

く
過
程
重
視
。
感
染
対
策

し
て
い
る
と
い
う
過
程
が

大
事
。
マ
ス
ク
・
換
気
は

効
果
な
し
、
も
し
く
は
や

り
方
が
間
違
っ
て
い
た
こ

と
は
結
果
に
現
れ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
頑
な
に
変

え
よ
う
と
し
な
い
。
未
曾

有
の
事
態
だ
っ
た
の
だ
か

ら
、「
実
は
間
違
っ
て
い

ま
し
た
」
で
良
い
で
は
な

い
か
。

日
本
人
は
振
り
返
り
や

検
証
を
し
な
い
。
情
報
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
苦
手

だ
。
一
度
決
め
た
ら
良
く

も
悪
く
も
や
り
続
け
る
。

飲
食
店
で
マ
ス
ク
を
外

し
、
人
通
り
の
な
い
屋
外

で
マ
ス
ク
を
す
る
矛
盾
。

最
近
で
は
免
疫
力
低
下

な
ど
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る

デ
メ
リ
ッ
ト
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
い
い
加
減
、
結

果
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
覚
え

た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。

２３
年
産
か
ら
の
畑
作
物
の
ゲ
タ
単
価

▼
小
麦
と
大
豆
は
下
げ
・
ソ
バ
は
上
げ

▼
単
価
は
免
税
・
課
税
事
業
者
別
に
変
更

農
林
水
産
省
は
11
月
2
日
、
2
0
2
3
年
産
か
ら
の
畑
作
物
の
直
接
支
払
交

付
金
（
ゲ
タ
対
策
）
の
単
価
を
固
め
た
。
小
麦
や
大
豆
は
生
産
費
が
高
騰
し
た

も
の
の
販
売
価
格
が
堅
調
な
こ
と
か
ら
下
が
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
販
売

価
格
が
下
落
し
た
ソ
バ
は
上
が
っ
た
。
な
お
、
今
回
か
ら
単
価
は
免
税
事
業
者

と
課
税
事
業
者
を
区
分
し
て
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。

過
程
と
結
果

農
林
水
産
省
は
11
月
9

日
、
2
0
2
2
年
産
米
の

作
況
指
数
見
込
み
が
10
月

25
日
現
在
で
1
0
0
と
発

表
し
た
。
ま
た
、
主
食
用

米
の
予
想
収
穫
量
は
6
7

0
万
2
0
0
0
㌧
と
な
っ

た
。
作
況
指
数
は
9
月
25

日
現
在
の
前
回
調
査
と
変

わ
ら
な
か
っ
た
が
、
主
食

用
米
の
予
想
収
穫
量
は
東

北
や
九
州
で
の
天
候
不
順

の
影
響
な
ど
か
ら
、
前
回

調
査
か
ら
1
0
0
0
㌧
下

回
り
6
7
0
万
2
0
0
0

㌧
と
な
っ
た
。

全
国
の
主
食
用
米
の
作

付
面
積
は
1
2
5
万
1
0

0
0
㌃
、
10
㌃
当
た
り
予

想
収
量
は
5
3
7
キ
ロ

で
、
い
ず
れ
も
前
回
調
査

と
同
じ
。

地
域
別
の
作
況
指
数

は
、
北
海
道
1
0
6
・
東

北
98
・
関
東
／
東
山
99
・

東
海
1
0
0
・
北
陸
1
0

0
・
近
畿
1
0
2
・
中
国

1
0
1
・
四
国
1
0
3
・

九
州
98
・
沖
縄
96
。
ほ
と

ん
ど
の
地
域
が
99
以
上
で

平
年
並
み
と
な
っ
た
が
、

東
北
・
九
州
・
沖
縄
は
や

や
不
良
と
な
っ
た
。

ま
た
、
同
省
は
23
年
産

の
適
正
生
産
量
を
、
前
回

調
査
後
に
22
年
産
の
予
想

収
穫
量
6
7
0
万
㌧
と
ほ

ぼ
同
等
の
6
6
9
万
㌧
に

設
定
し
た
が
、
今
回
調
査

で
予
想
収
穫
量
が
前
回
か

ら
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
変
更
し
な
い

と
し
た
。

予
想
収
穫
量
を
同
省
の

見
通
し
に
当
て
は
め
る

と
、
23
年
6
月
末
の
民
間

在
庫
量
は
1
9
1
万
〜
1

9
7
万
㌧
と
な
り
、
需
給

が
安
定
す
る
と
さ
れ
る
水

準
に
収
ま
る
。

◆
向
こ
う
3
カ
月
の
米
の

需
給
見
通
し
は
引
き
締
ま

り
傾
向
◆

米
穀
機
構
が
11
月
7
日

に
公
表
し
た
10
月
の
景
況

調
査
（
Ｄ
Ｉ
）
に
よ
る
と
、

向
こ
う
3
カ
月
の
米
の
需

給
見
通
し
指
数
は
前
月
よ

り
8
ポ
イ
ン
ト
増
の
50
と

な
っ
た
。
基
準
点
の
50
に

達
す
る
の
は
2
0
1
9
年

12
月
以
来
、
約
3
年
ぶ
り

と
な
る
。

需
給
見
通
し
指
数
は
長

ら
く
20
〜
30
台
で
推
移

し
、
10
台
ま
で
緩
ん
だ
時

も
あ
っ
た
が
、
今
年
6
月

以
降
40
台
に
上
が
っ
て
い

た
。
産
地
や
流
通
業
者
な

ど
米
取
引
関
係
者
は
、
22

年
産
米
で
主
食
用
米
か
ら

の
作
付
け
転
換
が
進
み
適

正
生
産
量
に
収
ま
っ
た
こ

と
や
、
来
年
6
月
末
の
民

間
在
庫
量
が
2
0
0
万
㌧

を
下
回
る
見
通
し
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
需
給
が
締

ま
る
と
の
見
方
を
強
く
し

た
。指

数
は
1
0
0
に
近
付

く
ほ
ど
需
給
が
締
ま
る
た

め
、
今
回
の
結
果
は
今
後

価
格
が
上
が
る
見
方
が
前

月
よ
り
強
く
な
っ
た
こ
と

を
表
す
。

米
作
況
指
数
は
１
０
０

の

平
年
並
み
１０
月
２５
日
現
在

政
府
は
11
月
3
日
、
2

0
2
2
年
秋
の
叙
勲
受
章

者
を
発
表
し
た
。
農
業
機

械
業
界
関
係
で
は
、
農
業

振
興
功
労
と
し
て
岩
手
県

農
業
機
械
商
業
協
同
組
合

元
理
事
長
の
松
田
博
之
氏

（
岩
手
農
蚕
株
式
会
社
代

表
取
締
役
会
長
）
が
旭
日

単
光
章
を
、
農
業
機
械
販

売
業
に
お
け
る
業
務
精
励

と
し
て
柳
原
農
機
株
式
会

社
の
柳
原
政
富
氏(

同
代

表
取
締
役
社
長
・
兵
庫
商

組
会
員
企
業)

が
黄
綬
褒

章
を
受
章
し
た
。

皆
様
と
と
も
に
受
章
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

松
田
博
之
氏
が
旭
日
単
光
章

柳
原
政
富
氏
が
黄
綬
褒
章

秋
の
叙
勲
褒
章

松田博之氏

柳原政富氏

２
０
２
２
年
９
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
３６
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
３１
件

（
う
ち
コ
ン
バ
イ
ン
８
件
・
乗
用
型
ト

ラ
ク
タ
６
件
）

・
そ
の
他
５
件

▼
機
械
の
調
整
は
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
行
い

ま
し
ょ
う

9
月
は
13
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
36
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
報
告

さ
れ
た
事
故
の
う
ち
、
コ

ン
バ
イ
ン
に
よ
る
事
故
が

最
も
多
く
8
件
で
、
内
訳

は
転
倒
・
転
落
4
件
、
巻

き
込
ま
れ
3
件
だ
っ
た
。

コ
ン
バ
イ
ン
の
転
倒
・

転
落
事
故
は
収
穫
作
業
中

に
多
く
発
生
し
て
い
る
。

グ
レ
イ
ン
タ
ン
ク
内
に
籾

が
あ
る
と
コ
ン
バ
イ
ン
が

傾
き
や
す
く
な
る
た
め
、

圃
場
か
ら
出
る
際
な
ど
傾

斜
地
で
は
タ
ン
ク
内
を
空

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
巻
き
込
ま
れ
事
故
は

詰
ま
り
を
除
去
す
る
際
に

多
く
発
生
し
て
い
る
。
コ

ン
バ
イ
ン
に
限
ら
ず
、
機

械
を
調
整
す
る
時
は
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
ま
し

ょ
う
。

▼
11
月
の
ポ
イ
ン
ト

地
域
で
農
作
業
安
全
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
年
末
に
か
け
て
農
閑
期

と
な
り
、
集
会
や
地
域
で

話
し
合
う
機
会
が
増
え
て

く
る
。
同
省
は
そ
う
し
た

機
会
に
、
事
故
防
止
に
向

け
て
農
家
間
で
農
作
業
安

全
の
情
報
を
共
有
す
る
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
る
。
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2
0
2
1
年
の
農
作
物

の
延
べ
作
付
面
積
は
、
田

畑
合
計
で
前
年
比
1
万
4

0
0
0
㌶
（
0
・
4
％
）

減
の
3
9
7
万
7
0
0
0

㌶
で
、
過
去
最
低
を
更
新

し
た
。
特
に
、
米
の
需
要

減
か
ら
過
去
最
大
規
模
の

作
付
け
転
換
を
行
っ
た
水

稲
は
大
幅
に
減
少
し
た
。

水
稲
（
子
実
用
）
の
延

べ
作
付
面
積
は
同
5
万
9

0
0
0
㌶
減
の
1
4
0
万

3
0
0
0
㌶
。
同
7
0
0

0
㌶
減
だ
っ
た
20
年
に
比

べ
て
、
減
少
面
積
は
8
倍

超
ま
で
膨
ら
ん
だ
。

一
方
、
水
田
転
作
の
促

進
効
果
か
ら
、麦
・
大
豆
・

飼
料
作
物
は
い
ず
れ
も
増

加
。
麦
類
（
子
実
用
）
は

同
6
8
0
0
㌶
増
の
28
万

3
0
0
0
㌶
、
大
豆
（
乾

燥
子
実
）
は
同
4
5
0
0

㌶
増
の
14
万
6
2
0
0

㌶
、
牧
草
な
ど
の
飼
料
作

物
は
4
万
5
3
0
0
㌶
増

の
1
0
0
万
1
0
0
0
㌶

だ
っ
た
。野
菜
や
ソ
バ（
乾

燥
子
実
）、
ナ
タ
ネ
（
子

実
用
）
は
前
年
よ
り
減
少

し
た
。

延
べ
作
付
面
積
を
田
畑

別
に
み
る
と
、
田
は
同
9

0
0
0
㌶
減
の
2
2
0
万

㌶
、
畑
は
同
5
0
0
0
㌶

減
の
1
7
7
万
7
0
0
0

㌶
。
都
道
府
県
別
で
は
北

海
道
、福
島
県
、佐
賀
県
、

沖
縄
県
を
除
く
43
都
府
県

で
前
年
よ
り
減
少
し
た
。

ま
た
、
耕
地
利
用
率
は

田
畑
合
計
で
91
・
4
％
と

な
り
、
過
去
最
低
だ
っ
た

前
年
を
0
・
1
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
た
。
耕
地
面
積
の

減
り
幅
（
21
年
耕
地
面
積

は
前
年
比
2
万
3
0
0
0

㌶
（
0
・
5
％
）
減
の
4

3
4
万
9
0
0
0
㌶
）
が

延
べ
作
付
面
積
の
減
り
幅

よ
り
大
き
い
た
め
、
結
果

と
し
て
増
加
し
た
形
だ
。

田
畑
別
で
は
、
田
は
同
0

・
1
ポ
イ
ン
ト
増
の
93
％

で
、畑
は
同
0
・
2
ポ
イ
ン

ト
増
の
89
・
6
％
だ
っ

た
。

▼
米
は
大
幅
減

▼
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
は
増

21
年
延
べ
作
付
面
積
は
過
去
最
低

麦・大豆などの国産化推進
畑
地
化
定
着
に
１０
㌃
２
万
円
×
５
年
間

農林水産省は2023年度から畑作物産地形成促進事業を新設
し、水田から麦や大豆など畑地化の取り組みへの支援とし
て、畑地化に10㌃当たり14万円を助成するとともに、畑地化
定着を図る農業者に対して、10㌃当たり 2万円を 5年間助成
する方針を示した。高収益作物並みの助成額にすることで麦
や大豆の国産化を推し進める。

農
林
水
産
省
は
、
水
田

を
畑
地
化
し
て
畑
作
物
の

本
作
化
に
取
り
組
む
農
業

者
に
対
し
て
、
22
年
度
と

23
年
度
に
畑
地
化
し
た
面

積
を
対
象
に
、
①
畑
地
化

し
た
年
の
助
成
と
②
畑
作

物
の
生
産
が
定
着
す
る
ま

で
の
5
年
間
助
成
す
る

「
畑
作
物
産
地
形
成
促
進

事
業
」
を
新
設
す
る
。
同

事
業
は
22
年
度
第
2
次
補

正
予
算
に
盛
り
込
む
。

麦
・
大
豆
・
牧
草
を
含

む
飼
料
作
物
・
子
実
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
・
ソ
バ
な
ど
を

対
象
に
、
①
で
は
畑
地
化

へ
の
支
援
と
し
て
畑
地
化

す
る
年
に
限
り
10
㌃
当
た

り
14
万
円
、
②
で
は
定
着

促
進
へ
の
支
援
と
し
て
10

㌃
当
た
り
2
万
円
×
5
年

間
（
も
し
く
は
一
括
で
10

万
円
）
を
助
成
す
る
。
ま

た
、
野
菜
や
果
樹
、
花
き

な
ど
高
収
益
作
物
に
つ
い

て
は
、
畑
地
化
し
た
年
に

10
㌃
当
た
り
17
万
5
0
0

0
円
、
定
着
促
進
支
援
と

し
て
10
㌃
当
た
り
2
万
円

×
5
年
間
（
も
し
く
は
一

括
で
10
万
円
）
を
助
成
す

る
。麦

や
大
豆
な
ど
に
対
し

て
畑
地
化
後
に
複
数
年
助

成
す
る
定
着
促
進
支
援
を

行
う
の
は
今
回
が
初
め
て

と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
定

着
促
進
支
援
は
野
菜
や
果

樹
な
ど
の
「
高
収
益
作

物
」
に
限
ら
れ
、
麦
や
大

豆
な
ど
に
つ
い
て
は
、
畑

地
化
し
た
年
に
限
り
10
㌃

当
た
り
10
万
5
0
0
0
円

を
助
成
す
る
措
置
の
み
だ

っ
た
。

麦
や
大
豆
な
ど
に
対
す

る
畑
地
化
支
援
や
定
着
促

進
支
援
に
つ
い
て
は
当

初
、
畑
地
化
し
た
年
に
10

㌃
当
た
り
10
万
5
0
0
0

円
、
定
着
促
進
支
援
に
10

㌃
当
た
り
1
万
5
0
0
0

円
×
5
年
間
（
ま
た
は
一

括
で
7
万
5
0
0
0
円
）

で
検
討
し
て
い
た
。
し
か

し
、
国
際
情
勢
や
円
安
を

背
景
に
輸
入
穀
物
の
価
格

が
高
騰
す
る
中
、
高
収
益

作
物
並
み
の
助
成
額
と
す

る
こ
と
で
、
輸
入
依
存
度

の
高
い
麦
や
大
豆
の
国
産

化
を
推
進
す
る
。

◆
麦
・
大
豆
国
産
化
に
向

け
た
技
術
導
入
支
援
畑

地
も
助
成
対
象
に
◆

農
林
水
産
省
は
麦
と
大

豆
に
つ
い
て
、
2
0
2
3

年
産
か
ら
生
産
性
向
上
や

増
産
に
向
け
た
技
術
の
導

入
を
支
援
す
る
事
業
の
対

象
に
、
こ
れ
ま
で
は
対
象

外
だ
っ
た
畑
地
を
加
え
る

方
針
を
示
し
た
。「
国
産

小
麦
・
大
豆
供
給
力
強
化

総
合
対
策
」
と
し
て
22
年

度
第
2
次
補
正
予
算
に
盛

り
込
む
。
従
来
は
転
作
や

水
稲
裏
作
の
小
麦
が
支
援

対
象
で
、
10
㌃
当
た
り
最

大
1
万
5
0
0
0
円
を
助

成
し
て
き
た
が
、
23
年
産

は
畑
地
で
の
取
り
組
み
も

支
援
対
象
に
加
え
る
。
助

成
額
は
、
導
入
技
術
ご
と

に
10
㌃
当
た
り
の
単
価
を

設
定
す
る
。
導
入
技
術
は

複
数
選
択
で
き
る
が
、
上

限
は
1
万
円
と
し
、
23
年

度
か
ら
新
設
す
る
畑
作
物

産
地
形
成
促
進
事
業
と
合

わ
せ
て
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
。

日
本
不
動
産
研
究
所

は
、
田
畑
価
格
の
調
査
結

果
を
ま
と
め
た
。
2
0
2

2
年
3
月
末
の
10
㌃
当
た

り
の
価
格
は
、
田
が
前
年

比
▲
2
・
4
％
の
65
万
7

7
0
7
円
、畑
が
同
▲
1
・

4
％
の
41
万
2
9
8
7
円

で
、
い
ず
れ
も
30
年
ほ
ど

下
落
が
続
い
て
い
る
。
後

継
者
不
足
に
よ
る
需
要
低

迷
や
高
齢
化
に
加
え
、
田

は
米
価
下
落
が
影
響
し

た
。田

の
価
格
は
93
年
以
降

30
年
連
続
の
下
落
、
畑
の

価
格
は
31
年
連
続
の
下

落
。
田
は
最
高
だ
っ
た
92

年
（
1
1
9
万
2
7
9
2

円
）
の
55
・
1
％
、
畑
は

87
年
（
68
万
2
4
6
6

円
）
の
60
・
5
％
の
水
準

と
な
っ
た
。

下
落
理
由
は
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
田
は
「
農

業
後
継
者
の
減
少
」
20
・

5
％
、「
買
い
手
が
な
い
」

19
・
2
％
、「
米
価
の
下
落
」

16
・
2
％
、「
高
齢
化
」16
・

0
％
、「
農
業
経
営
の
先
行

き
不
安
」7
・
9
％
。畑
は

「
農
業
後
継
者
の
減
少
」

18
・
7
％
、「
高
齢
化
」18
・

0
％
、「
買
い
手
が
い
な

い
」
17
・
2
％
だ
っ
た
。

ま
た
、
全
国
平
均
の
賃

貸
料
は
、
田
が
10
㌃
当
た

り
8
4
3
8
円
で
前
年
比

▲
2
・
2
％
、
畑
が
同
4

9
2
7
円
で
同
▲
0
・
9

％
。
そ
れ
ぞ
れ
ピ
ー
ク
だ

っ
た
86
年
の
35
・
1
％
、

43
・
5
％
の
水
準
と
な
っ

た
。

田畑価格下落止まらず
後継者不在・高齢化・米価下落で

第 7 1 6 号（第三種郵便物認可）全 農 機 商 報令和 4年 1 1 月 1 5 日（火曜日）（３）



（４）令和 4年 1 1 月 1 5 日（火曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 1 6 号



第 7 1 6 号（第三種郵便物認可）全 農 機 商 報令和 4年 1 1 月 1 5 日（火曜日）（５）



（６）令和 4年 1 1 月 1 5 日（火曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 1 6 号



第 7 1 6 号（第三種郵便物認可）全 農 機 商 報令和 4年 1 1 月 1 5 日（火曜日）（７）



22
年
度
第
2
次
補
正
予

算
は
国
産
飼
料
の
増
産
や

麦
・
大
豆
の
国
産
化
な
ど

が
対
策
の
柱
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
対
策
の
一

環
と
し
て
、
農
業
機
械
や

施
設
の
導
入
を
支
援
す
る

事
業
も
用
意
さ
れ
た
。

◇
飼
料
自
給
率
向
上
総
合

対
策飼

料
生
産
組
織
の
規
模

拡
大
や
飼
料
増
産
に
必
要

な
機
械
・
施
設
の
導
入
を

支
援
す
る
。

◇
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業

新
市
場
の
獲
得
に
向
け

て
の
国
産
麦
・
大
豆
の
増

産
の
安
定
供
給
に
必
要
な

農
業
機
械
の
導
入
や
、
収

益
力
強
化
に
計
画
的
に
取

り
組
む
産
地
が
必
要
と
す

る
農
業
機
械
の
導
入
を
支

援
す
る
。

◇
農
業
就
業
者
確
保
対
策

▽
新
規
就
農
者
確
保
緊
急

対
策49

歳
以
下
の
認
定
新
規

就
農
者
を
対
象
に
、
農
業

機
械
・
施
設
な
ど
の
導
入

費
や
リ
ー
ス
費
な
ど
を
支

援
す
る
。

▽
担
い
手
確
保
・
経
営
強

化
支
援
事
業

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位

置
付
け
ら
れ
た
中
心
経
営

体
な
ど
を
対
象
に
、
農
業

機
械
・
施
設
の
導
入
を
支

援
す
る
。

◇
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
等

導
入
支
援

作
業
受
託
な
ど
を
行
う

農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

体
が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機

械
な
ど
を
導
入
す
る
取
り

組
み
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
農
業
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
創
出
を
促

す
た
め
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
段
階
の
農
業
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
試
行
・
改

良
を
行
い
な
が
ら
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う
取
り
組
み
な

ど
を
支
援
す
る
。

※
こ
れ
ら
の
う
ち
、「
新

規
就
農
者
確
保
緊
急
対

策
」
と
「
担
い
手
確
保
・

経
営
強
化
支
援
対
策
事

業
」
は
、
市
町
村
が
事
業

実
施
主
体
と
な
り
年
内
に

要
望
調
査
が
行
わ
れ
る
。

締
切
時
期
は
市
町
村
に
よ

っ
て
異
な
る
た
め
、
農
政

部
に
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。

＊

こ
の
他
、
22
年
度
第
2

次
補
正
予
算
で
は
、「
物

価
高
騰
対
策
」「
飼
料
自

給
率
の
向
上
」「
麦
・
大

豆
と
肥
料
の
国
産
化
」
の

3
点
を
重
要
課
題
と
し
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

◇
物
価
高
騰
対
策

▽
施
設
園
芸
等
燃
料
価
格

高
騰
対
策

計
画
的
に
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
取
り
組
む
産
地
を
対

象
に
、
農
業
者
と
国
で
基

金
を
設
け
、
燃
油
な
ど
の

価
格
が
一
定
基
準
を
超
え

た
場
合
に
補
填
金
を
交

付
。

▽
配
合
飼
料
価
格
高
騰
緊

急
対
策

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
飼

料
原
料
価
格
の
上
昇
等
に

よ
る
配
合
飼
料
価
格
の
高

騰
に
対
応
し
、
補
填
金
を

交
付
。

◇
食
料
完
全
保
障
の
強
化

に
向
け
た
構
造
転
換
対
策

▽
肥
料
の
国
産
化
・
安
定

位
供
給
確
保
対
策

主
要
な
肥
料
原
料
の
備

蓄
に
必
要
な
保
管
経
費
や

施
設
整
備
の
経
費
支
援
、

家
畜
排
泄
物
や
下
水
汚
泥

資
源
の
活
用
な
ど
に
交
付

さ
れ
る
。

▽
畑
作
物
産
地
形
成
促
進

事
業麦

や
大
豆
な
ど
の
国
産

化
推
進
に
向
け
て
、
主
に

次
の
3
事
業
で
水
田
の
畑

地
化
を
支
援
す
る
。

①
低
コ
ス
ト
生
産
技
術
の

導
入
な
ど
へ
の
支
援
。

②
麦
・
大
豆
な
ど
の
畑
地

化
に
10
㌃
当
た
り
14
万
円

助
成
＋
生
産
が
安
定
す
る

ま
で
の
定
着
促
進
支
援
と

し
て
10
㌃
当
た
り
2
万
円

×
5
年
間
（
ま
た
は
一
括

10
万
円
）
を
助
成
。

③
国
産
小
麦
・
大
豆
供
給

力
強
化
総
合
対
策
と
し

て
、
水
田
・
畑
を
問
わ
ず

作
付
け
の
団
地
化
や
営
農

技
術
導
入
を
支
援
。

２
０
２
２
年
度
農
林
水
産
関
係
第
２
次
補
正
予
算

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへののののののののののののののののののののの助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

（８）令和 4年 1 1 月 1 5 日（火曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 1 6 号




